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参考論文 1 

Trends in lifestyle-related diseases before and after the Great East Japan 

Earthquake: the Fukushima Health Management Survey 

東日本大震災前後における生活習慣病の推移：福島県県民健康調査 

大平哲也（福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター）他 

「Journal of National Institute of Public Health」（2018） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が発生し、それに引き続き福島第一原子力発電所の放射

線事故が起こった。原子力発電所周辺の多くの住民が避難を余儀なくされ、生活習慣に変化が起

こってきた。そこで、各市町村で実施している健康診査、及び福島県で実施している県民健康調

査のデータを用いて、震災後の避難が循環器疾患危険因子及び生活習慣病に影響する可能性を検

討した。本稿では、震災前後における健康診査結果の変化及び県民健康調査の生活習慣病に関す

る縦断的検討の結果を概説する。震災前後において健康診査データを比較した結果、震災後、避

難区域住民においては過体重・肥満の人の割合、及び高血圧、糖尿病、脂質異常、肝機能異常、

心房細動、多血症有病率の上昇がみられた。 

さらに、震災後 1～2 年間（H23～24 年度）と 3～4 年間（H25～26 年度）の健診デー

タを比較したところ、糖尿病、脂質異常についてはさらなる増加がみられた。したがって、避難

区域住民、特に実際に避難した人においては心筋梗塞や脳卒中などの循環器疾患が震災後に起こ

りやすくなる可能性が考えられた。また、これらの要因としては震災後の仕事状況の変化、避難

による住居の変化などによる身体活動量の低下、心理的ストレスの増加などが考えられた。今後、

避難者の循環器疾患を予防するために、地域行政と地域住民が協働して肥満、高血圧、糖尿病、

脂質異常の予防事業に取り組む必要がある。  
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参考論文 2 

Effects of lifestyle on hepatobiliary enzyme abnormalities following the Fukushima 

Daiichi nuclear power plant accident:The Fukushima health management survey 

震災後の肝胆道系酵素異常への生活習慣因子の影響：福島県県民健康調査 

高橋敦史（福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター）他 

「Medicine」（2018）. 2018，97(42):e12890. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年の東日本大震災以降、避難区域を含む 13 市町村の地域住民の方を対象に県民健康

調査「健康診査」と「こころの健康度・生活習慣に関する調査」が実施されている。これまで我々

は健康診査の結果から、震災後に肝障害（肝胆道系酵素異常）の割合が増加し、震災後の避難が

肝障害のリスクとなることを報告した。本論文では、健康診査の結果（H23 年度）にこころの

健康度・生活習慣に関する調査の結果（H23 年度）を連結して、肝障害の要因を明らかにする

ことを目的とした。肝障害は対象（22,246 人）の 27.3％で認められた。実際の避難生活の有

無別では，避難生活者でその頻度が高く（避難 29.5％、非避難 25.7％、P ＜0.001）、男性、

中等量以上の飲酒、活動量低下は避難の有無に関わらず肝障害のリスク要因となった。さらに、

非避難者では転職が、避難者では非雇用がそれぞれ肝障害のリスク要因であった。本論文で、震

災後の肝障害に様々な要因が影響していることが示された。 
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